
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
が
経

過
し
、福
島
第
一
原
発
の
事
故

に
よ
り
被
災
し
た
地
域
で
は
、広
範
囲
・

長
期
間
の
避
難
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
汚
染

物
質
の
課
題
に
対
し
て
土
木
学
会
と
し

て
組
織
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
福
島
の
復
興
の
前
提
と
な
る
の
は
、

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
に
向
け
た
長
期

に
わ
た
る
安
全
で
確
実
な
作
業
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
わ
が
国
の
原
子
力

技
術
の
継
続
的
な
発
展
が
必
要
で
す
。

こ
の
中
で
土
木
学
会
の
役
割
と
し
て

は
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
の
完
全
防

御
、
汚
染
水
対
策
、
そ
し
て
地
域
の
迅

速
な
除
染
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
を

適
切
に
処
理
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
信

頼
を
得
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。対
策
は
、

予
防
的
・
重
層
的
な
計
画
を
順
次
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
学
会

は
国
・
東
電
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た

め
「
汚
染
水
へ
の
対
応
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
委

員
会
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
T
F
）
が
、

汚
染
水
問
題
の
解
決
に
資
す
る
19
件
の

技
術
提
案
を
2
0
1
3
年
10
月
に
国
際

廃
炉
研
究
開
発
機
構
（
I
R
I
D
）
へ

提
出
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
T
F
内
の

四
つ
の
W
G
の
活
動
に
よ
り
国
・
東

電
の
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
除
染
に
関
し
て
は
、
仮
置
き

場
に
集
め
ら
れ
た
汚
染
土
壌
な
ど
が
、

結
局
は
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
る
の
で
は

と
の
不
安
か
ら
仮
置
き
場
を
確
保
で

き
ず
、
進
捗
が
計
画
通
り
と
な
ら
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
間
貯
蔵

施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
で
す
。
ま
た
、
国
の
除
染
特
別
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
は
、
計

画
通
り
除
染
が
進
捗
し
て
い
る
地
域
が

あ
る
一
方
で
、
2
0
1
3
年
12
月
の
除

染
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
よ
う
や
く
明
確
に
な
っ
た
地
域
が

大
半
で
す
。
さ
ら
に
大
部
分
が
帰
還
困

難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
双
葉
町
で

［第28回］

会長からのメッセージ

橋本 鋼太郎
土木学会 第101代会長

東日本大震災からの
福島の復興

土木学会誌 vol.99 no.4 April 2014 2



人
手
不
足
で
す
。こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、

学
会
は
産
官
学
の
復
興
に
資
す
る
総
合

的
な
知
見
に
よ
り
、
ま
ず
被
災
地
の
自

治
体
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
土
木
学
会
で
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
3
年
の
節
目
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年 

～
東

北
復
興
、
南
海
ト
ラ
フ
、
そ
し
て
福
島

～
」
を
3
月
3
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
土
木
学
会
1
0
0
周
年
事
業
で

は
、「
社
会
安
全
」
、「
社
会
貢
献
」
、「
国

際
貢
献
」
の
三
つ
の
事
業
で
防
災
・
減

災
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
を

来
た
る
べ
く
巨
大
地
震
・
巨
大
災
害
の

備
え
に
活
用
す
べ
く
、「
強
く
し
な
や

か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
防
災
・

減
災
等
に
関
す
る
研
究
委
員
会
（
仮

称
）
」
の
活
動
を
2
0
1
3
年
12
月
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
地
域

防
災
計
画
・
減
災
計
画
な
ど
の
見
直
し

な
ど
、
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
を
推
進

し
て
ゆ
き
ま
す
。

は
、
除
染
計
画
そ
の
も
の
が
未
策
定
で

す
。
こ
の
よ
う
な
沿
岸
部
の
帰
還
困
難

区
域
で
は
、
た
と
え
ば
常
磐
自
動
車
道

と
J
R
常
磐
線
の
復
旧
と
、
沿
線
区
域

の
除
染
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
復
興
の

推
進
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
放
射
性
汚
染
物
質
の
課
題
は
、
内
閣

総
理
大
臣
が
「
汚
染
水
が
完
全
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
明
言
し
た

事
実
は
重
い
と
考
え
ま
す
。
わ
が
国
の

科
学
技
術
分
野
は
、
政
治
・
行
政
と
連

携
し
徹
底
的
に
対
応
す
べ
き
で
す
。
こ

の
中
で
、
原
発
施
設
に
対
す
る
津
波
の

効
果
、
危
機
耐
性
、
危
機
管
理
を
含
め

て
土
木
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大

き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
島
、
そ
し
て
東
北
の
復
興
は
今
ま

さ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
一
方
で
自
治
体

の
人
材
不
足
も
あ
り
、
事
業
の
執
行
が

困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
支

援
を
期
待
さ
れ
て
い
る
被
災
地
以
外
の

自
治
体
の
職
員
も
行
政
改
革
の
影
響
で
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